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支え合い活動を広げるために・・・

 

 

  

今、私たちを取り巻く生活環境は、少子高齢化、人口減少といった問題を背景に大きく

変化しています。独居高齢者や高齢者のみの世帯が増え、地域社会から孤立する高齢者や

老々介護や認々介護の問題も取りざたされています。 

一方で家族機能が脆弱になり、地域のつながりも失われつつある昨今、高齢者を家族や

地域で支えるということはなかなか困難なことになってきています。 

そのような中、「地域での支え合い・つながりはやっぱり必要だ」「何とかしなければ」

と感じ、「安心して自分らしく暮らし続ける」ため、地域の中で居場所や見守り・支え合い

の活動に取り組んでいる方がいます。 

この冊子は、支え合いを行っている方の想いや取り組みの様子、具体的な運営の方法な

どについて紹介し、「地域や人の役に立ちたい」「自分にも何かできることがないだろうか」

という思いをもちながらも、一歩踏み出すことを躊躇している方に向けて、活動のきっか

けや取り組みの参考になればとの思いで作成しました。 

地域の特色を生かした、それぞれ特徴のある取り組みと、支え合い活動から生まれるつ

ながりや笑顔が、岡山市のあちらこちらに、たくさん広がっていくことを願っています。 

 

 

 

 

 平成 27年 4月の介護保険法改正に伴い、岡山市においても「支え合い推進員（生活支

援コーディネーター）」の配置と「支え合い推進会議（協議体）」を設置し、支え合いの活

動を広げようと取り組んでいます。 

 「支え合い推進員」とは、支え合い・助け合いを広める働きをする人です。支え合い推

進員には「活動を新たにつくり出す」「今ある活動を充実させる」「支え合い・助け合いを

広める」「活動と人とを結びつける」という役割があります。 

 「支え合い推進会議」とは、地域の方が中心となって様々な分野（通いの場・困り事支

援・見守り活動・移動支援等）の支え合い活動を新たにつくり出し、支え合い活動を拡大

させるための話し合いの場です。 

岡山市では、『地域に支え合いの花を咲かせよう』をキーワードに、地域での話し合いの

場（支え合い推進会議）づくりを中心に、地域での「見守り活動」「通いの場づくり」「困

りごと支援」などの支え合い活動を推進しています。 
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困り事支援 平島学区 

平島・元気で輝き事業（平島健康福祉委員会） 

 

インタビュー 代表者：柿崎 由秀 

平島学区情報 世帯数 世帯 人口 人 高齢化率 ％

■活動のきっかけ

３０代のころ故郷の青森で約８年間公民館分館長

を経験した時に、地域での活動を意識するようにな

り、その後岡山に転勤し町内会長をさせていただい

たこともあって、地域に貢献したいという気持ちが

強まりました。元来、地域活動が好きな自分は学区

内の各種団体との繋がりの中で、たくさんの人との

出会いから、平島型の支え合い（生活支援や集いの

場づくりなど）が出来そうだと思いました。そして

連合町内会や民生委員、愛育委員、地域包括支援セ

ンターの皆さんとの話し合いを通して課題も明確に

なり、その課題解決のために仲間と一緒に第一歩を

踏み出す勇気をいただきました。私自身、日頃いろ

いろなことで地域にお世話になっているので、少し

でも恩返しができればとの思いと、この活動を通し

て地域の人が少しでも元気で社会参加ができて活躍

してくれたらと願いつつ動いています。将来的には

上道地域（中学校区）へも広まっていければと考え

ています。

社会貢献をしている人はどこの地域でもたくさん

おられますが、支える人こそ誰かに支えてもらえる

仕組みづくりが必要なのではないでしょうか。そう

思うと、元気が出てきてみんなが気持ち良く活動が

できるのです。

■活動経緯

平成２４年４月に学区安全安心ネットワーク内に

平島健康福祉委員会を設立。平島小地域ケア会議で

以前より検討されていた生活支援サービスや寄合の

場づくりの導入に向けて具体的に検討を開始。

平成２７年２月～３月に、平島学区の独居高齢者

及び高齢者夫婦４４世帯５１名を対象に、個別訪問

による「生活支援アンケート」を実施。

平成２８年４月より岡山市区づくり推進事業とし

て「平島・元気で輝き事業」を開始。

■活動内容・実績

１．生活支援サービス

①軽度な家事全般（重労働及び長時間は不可、長

くても６０分以内）

②買い物代行（食料及び雑貨類など、あまりかさ

ばらないもの）

③その他雑用

２．井戸端カフェ

①カフェ東平島 平島コミュニティハウスを借りて

月１回、第２土曜日開催 １０時～１２時
［平成 年度実績：年 回開催 参加者累計 名］

②カフェ南古都 南古都団地の旧店舗を借りて

月１回、第４土曜日開催 １０時～１２時
［平成 年度実績：年 回開催 参加者累計 名］

３．ＨＫＦ（平島健康福祉）研修会

介護予防教室を開催
［平成 年度：年 回開催。参加者累計 名］

４．ＨＫＦ（平島健康福祉）ニュース

平島学区全戸配布 １，８００部
［平成 年度：年 回発行］

５．ふれあいサタデイ（三世代交流）支援

６．その他に、いろんな出来事やトラブルを持ち寄

って１回／２ケ月打ち合わせ会を実施

２７
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困り事支援 平島学区 

平島・元気で輝き事業（平島健康福祉委員会） 

 

インタビュー 代表者：柿崎 由秀 

平島学区情報 世帯数 世帯 人口 人 高齢化率 ％

■活動のきっかけ

３０代のころ故郷の青森で約８年間公民館分館長

を経験した時に、地域での活動を意識するようにな

り、その後岡山に転勤し町内会長をさせていただい

たこともあって、地域に貢献したいという気持ちが

強まりました。元来、地域活動が好きな自分は学区

内の各種団体との繋がりの中で、たくさんの人との

出会いから、平島型の支え合い（生活支援や集いの

場づくりなど）が出来そうだと思いました。そして

連合町内会や民生委員、愛育委員、地域包括支援セ

ンターの皆さんとの話し合いを通して課題も明確に

なり、その課題解決のために仲間と一緒に第一歩を

踏み出す勇気をいただきました。私自身、日頃いろ

いろなことで地域にお世話になっているので、少し

でも恩返しができればとの思いと、この活動を通し

て地域の人が少しでも元気で社会参加ができて活躍

してくれたらと願いつつ動いています。将来的には

上道地域（中学校区）へも広まっていければと考え

ています。

社会貢献をしている人はどこの地域でもたくさん

おられますが、支える人こそ誰かに支えてもらえる

仕組みづくりが必要なのではないでしょうか。そう

思うと、元気が出てきてみんなが気持ち良く活動が

できるのです。

■活動経緯

平成２４年４月に学区安全安心ネットワーク内に

平島健康福祉委員会を設立。平島小地域ケア会議で

以前より検討されていた生活支援サービスや寄合の

場づくりの導入に向けて具体的に検討を開始。

平成２７年２月～３月に、平島学区の独居高齢者

及び高齢者夫婦４４世帯５１名を対象に、個別訪問

による「生活支援アンケート」を実施。

平成２８年４月より岡山市区づくり推進事業とし

て「平島・元気で輝き事業」を開始。

■活動内容・実績

１．生活支援サービス

①軽度な家事全般（重労働及び長時間は不可、長

くても６０分以内）

②買い物代行（食料及び雑貨類など、あまりかさ

ばらないもの）

③その他雑用

２．井戸端カフェ

①カフェ東平島 平島コミュニティハウスを借りて

月１回、第２土曜日開催 １０時～１２時
［平成 年度実績：年 回開催 参加者累計 名］

②カフェ南古都 南古都団地の旧店舗を借りて

月１回、第４土曜日開催 １０時～１２時
［平成 年度実績：年 回開催 参加者累計 名］

３．ＨＫＦ（平島健康福祉）研修会

介護予防教室を開催
［平成 年度：年 回開催。参加者累計 名］

４．ＨＫＦ（平島健康福祉）ニュース

平島学区全戸配布 １，８００部
［平成 年度：年 回発行］

５．ふれあいサタデイ（三世代交流）支援

６．その他に、いろんな出来事やトラブルを持ち寄

って１回／２ケ月打ち合わせ会を実施

２７

■参加対象者

平島学区内の高齢者（主に高齢者世帯）。

井戸端カフェは誰でも利用可。

■利用手続き

生活支援サービスの利用手続き

①平島健康福祉委員会事務局に電話で予約します。

（利用日の２～３日前までに）

②その後、平島健康福祉委員会事務局から訪問調整

の電話がありますので、詳しい内容については

お互いに話し合って決めます。

③サービス提供後の支払いは「平島・生活支援チケ

ット」で支払いします。

チケットは支援ボランティアが持っています。

④次回もサービスご利用予定がある場合には訪問し

た支援ボランティアに予約申し込みをしてくだ

さい。

■利用料金

有償ボランティア方式を採用。

・「平島・生活支援チケット」は１００円券５枚綴

りで１セット５００円。

・生活支援サービスでは、１００円券１枚でおおよ

そ１５分程度のサービスが受けられます。

・井戸端カフェでは、お茶代１００円の料金になり

ます。

■ひと

構成スタッフ：１８名（２班編成で活動）

※メンバーのうち８割が生活介護支援サポーター養

成講座修了生だがボラ活動の経験のある人ない人

等様々

生活支援サービスの支援体制：担当月の班のリーダ

ーが携帯電話を持ち、１月ごとにローテーション

当初は依頼内容や件数が未知数のため不安感が強

く、電話を持つことに抵抗があったが今は慣れてき

た様子 。

■運営費

＜収入＞

岡山市区づくり推進事業 地域活動部門 からの補助

金、チケット代金、協賛及び寄付金など

＜支出＞

電話利用料、郵送代、会場使用料、講師謝礼、食糧

費など

２８
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困り事支援 東畦学区 せのおニューシティ 

はなみずきの会（老人クラブ） 

快護楽生会       

町内会情報（平成 年 月現在） 世帯数 世帯 人口 人 高齢化率 ％

■活動のきっかけ

せのおニューシティは、平成 年から入居が始ま

った新興住宅地で、他地域（県外を含めて）からの

終生の住処として来られた方が多くいます。

平成 年の秋頃、ゴルフ同好会の有志が、「高齢

になっても高齢者施設には入りたくないし、夫婦で

出来る限りこのまちで住み続けたいね」という思い

から「高齢者安心街づくり準備会」を立ち上げ、平

成 年 月から 月に西ふれあいセンターで実施

された、「生活支援サポーター養成研修」を 名が

受講しました。

■活動経緯

平成 年 月より、せのおニューシティはなみ

ずきの会 老人クラブ の部会として「快護楽生会」

が誕生し、取り組みを開始することになりました。

平成 年 月に町内の 歳以上の方を対象に岡

山市ふれあい公社の中井氏の講演会を開催し、

年問題について話をしてもらいました。

平成 年 月に講演会の受講者に対しアンケー

ト調査を実施しました。

平成 年 月より、サポーター登録者 助け合

い活動支援者 を募り、特技や何が出来るのかを整

理した支援カルテを作成する等、具体的な行動を開

始しました。 この間に、岡山市ふれあい公社の中

井氏、西ふれあいセンターの支援をいただいていま

す）

平成 年 月のはなみずきの会総会から、生活

支援サービスを開始。当初は試行期間として無料で

実施。

平成 年 月より、有料化へ移行。有料化の方

が依頼しやすいとの意見が多くありました。

■会の目的

＜快護楽生会の行動指針＞

私達は、自分の喜びや満足だけに時間を費やすの

ではなく、家族や縁あった人たち及び地域社会のた

めに奉仕し、困っている人たちのために尽くします。

■活動内容・実績

サロンの開催（毎月第 火曜日）、ラジオ体操の

実施（毎週木曜日）、会報の発行（年 回）、そし

て、究極の目的の「生活支援サービスの実施」で

す。

生活支援サービスでは、ゴミ出し、買い物同行、

安否確認、窓拭き、清掃、草抜き、剪定、電球の交

換等 です。活動は、 時間以内、原則 人 組、

無理はしない、車での送迎はしない。

平成 年 月～平成 年 月までの 年間の利

用状況は 件です。活動内容は、生垣の剪定、パ

ソコンのトラブル対応、鉢植えの水やり、窓ガラス

清掃等です。

■対象者

せのおニューシティはなみずきの会会員

インタビュー 代表者：神田 悦義 

２９
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困り事支援 東畦学区 せのおニューシティ 

はなみずきの会（老人クラブ） 

快護楽生会       

町内会情報（平成 年 月現在） 世帯数 世帯 人口 人 高齢化率 ％

■活動のきっかけ

せのおニューシティは、平成 年から入居が始ま

った新興住宅地で、他地域（県外を含めて）からの

終生の住処として来られた方が多くいます。

平成 年の秋頃、ゴルフ同好会の有志が、「高齢

になっても高齢者施設には入りたくないし、夫婦で

出来る限りこのまちで住み続けたいね」という思い

から「高齢者安心街づくり準備会」を立ち上げ、平

成 年 月から 月に西ふれあいセンターで実施

された、「生活支援サポーター養成研修」を 名が

受講しました。

■活動経緯

平成 年 月より、せのおニューシティはなみ

ずきの会 老人クラブ の部会として「快護楽生会」

が誕生し、取り組みを開始することになりました。

平成 年 月に町内の 歳以上の方を対象に岡

山市ふれあい公社の中井氏の講演会を開催し、

年問題について話をしてもらいました。

平成 年 月に講演会の受講者に対しアンケー

ト調査を実施しました。

平成 年 月より、サポーター登録者 助け合

い活動支援者 を募り、特技や何が出来るのかを整

理した支援カルテを作成する等、具体的な行動を開

始しました。 この間に、岡山市ふれあい公社の中

井氏、西ふれあいセンターの支援をいただいていま

す）

平成 年 月のはなみずきの会総会から、生活

支援サービスを開始。当初は試行期間として無料で

実施。

平成 年 月より、有料化へ移行。有料化の方

が依頼しやすいとの意見が多くありました。

■会の目的

＜快護楽生会の行動指針＞

私達は、自分の喜びや満足だけに時間を費やすの

ではなく、家族や縁あった人たち及び地域社会のた

めに奉仕し、困っている人たちのために尽くします。

■活動内容・実績

サロンの開催（毎月第 火曜日）、ラジオ体操の

実施（毎週木曜日）、会報の発行（年 回）、そし

て、究極の目的の「生活支援サービスの実施」で

す。

生活支援サービスでは、ゴミ出し、買い物同行、

安否確認、窓拭き、清掃、草抜き、剪定、電球の交

換等 です。活動は、 時間以内、原則 人 組、

無理はしない、車での送迎はしない。

平成 年 月～平成 年 月までの 年間の利

用状況は 件です。活動内容は、生垣の剪定、パ

ソコンのトラブル対応、鉢植えの水やり、窓ガラス

清掃等です。

■対象者

せのおニューシティはなみずきの会会員

インタビュー 代表者：神田 悦義 

２９

■利用手続き

「快護楽生会」の事務局に電話予約します。

その後、サポーター（助け合い活動支援者）から

訪問調整の連絡がありますので、詳しい内容につい

てはお互いに話し合って決めます。

■快護楽生会への協力金

協力金（一例）

頼めること 料金単位 料金

庭の草抜き・剪定 回・ 時間以内 円

ゴミ出し か月 円

布団干し・窓拭き・

部屋掃除

回・ 時間以内 円

買い物同行・代行 回・ 時間以内 円

電球の取り換え等 回・ 時間以内 円

パソコン等・電化製

品トラブル対応

回・ 時間以内 円

安否確認（声かけ） 無料 無料

その他 都度 都度

※利用料ではなく、協力金としてご案内しています。

■ひと

快護楽生会の役員 名、世話役 名（町内 班

の中に、 班に 名配置）･･･会の運営をしてお

り、毎月 回会議をしています。

サポーター登録者（助け合い活動支援者）

名･･･助け合い活動の実践者です。

※サポーター登録者には役員・世話役が重複して

います。

■運営費

基本はボランティアなので費用はかかりません。

活動者への報酬はありません。当初はユニフォー

ム等の活動にかかる経費は、母体のはなみずきの会

が負担していましたが、今後は協力金をプールし、

備品購入代として使用する予定です。

■ネットワーク

町内会、民生委員、岡山市ふれあい公社

■工夫していること

不審者と間違われないように、ユニフォームを作

成し活動に際し着用するようにしています。

サロンの時に目安箱のようなものを設置し、困り

事をメモ書きで書いてもらえるようにしています。

町内の 歳以上の方で、本会未加入者が と

なっており、新規加入者を増やすため、会報を発行

し町内会で回覧をしてもらっています。

■課題

「生活支援サービス」活動に対する理解不足がま

だまだあります。それは「助け合い」活動に対する

遠慮です。もっともっとコミュニケーションの場を

多くして、気軽に助け合えるようにする必要がある

と思います。

■今後の展望

高齢者が安心して楽しく暮らせるまちづくり。

「助けて 」と言い合える地域づくりをめざして、

困った時はお互いさまの関係づくり。

目指すは「華麗朗齢」人生！

【華やかに朗らかに齢を重ねる】

■メッセージ

【ハチドリのひとしずくの話】南米・アンデス地方に

昔から伝わるお話です。小さな力の大切さを教えてくれ

ます。

あるとき、森が燃えていました
森の動物たちは、我先にと逃げて行きました。
でも、ハチドリだけは、行ったりきたり。口ばしで水
のしずくを運んでは、火の上に落としていきます。
動物たちは、それを見て、「そんなことして何になる
んだ」と笑いました。

ハチドリは、こう答えました。「わたしは、わたしに

できることをしているだけ」

冷蔵庫に貼れるマグネットシート 
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困り事支援 平福学区 

平福ボランティアビューロー 
 

インタビュー 代表：尾崎 元 副代表：高知 正子 

平福学区情報 世帯数 世帯 人口 人 高齢化率 ％

■活動のきっかけ

少子高齢化社会になり、地域で困っている方が大

勢いる一方で、人の役に立つ事をしたいが何をして

いいか分からない人も大勢いる現状をみて、何かで

きないかと思っていた中、ボランティア活動に賛同

する有志が集まり、活動を立ち上げることになりま

した。

当初、各人が考えるボランティア活動は様々で、

ある人は有償ボランティア、ある人は幼稚園や小学

校のお手伝い、ある人は高齢者の通いの場と食事の

提供…などやりたいことは違っていましたが、みん

なで考えた末、「全部やろう！」となりました。

各組織への十分な根回しや有志メンバーの人脈・

人柄を頼りに、平福学区民生委員児童委員が中心と

なり、地域の方の理解を得て、平成２０年５月に活

動を始めました。

お互いに助け合う精神で行い、誰もが住みよい町

づくりを目指して活動を続けています。 

■活動内容：（ ）内は平成 年度実績

【有償ボランティア】

住宅関係の保全、家事援助、庭木の剪定、除草、

消毒等（１９件）。

【平福ふれあいクラブ】

手芸・囲碁・将棋・麻雀など。茶菓子以外にも時々

食事を提供。

季節行事として、お花見会や七夕祭、クリスマス

会等を実施（１，１３０名、毎回２０数名参加。男

性参加者６割）。

※学校・園関連事業：小学校や幼稚園との交流（昔

遊び・三世代交流）。

【移送サービス】

運転ボランティアが２人になったため、積極的に

ＰＲしていない（０件だが、近場への移送ニーズは

ある）。

■利用者の変化・地域への広がり

持ちつ持たれつの関係で、みんなで盛り上げてい

くようにしています。ふれあいクラブでは、利用者

も後片づけを手伝ってくれるようになりました。食

材等もスタッフが持ち寄っています。田舎でタケノ

コやフキを採ってきて、タケノコご飯を作ったり、

利用者が釣った魚でムニエルを作ってくれたりす

ることもあり、みんな楽しんで来てくれています。

長いこと休んでいる人がいると、どうしているのか

連絡をしています（たいてい病気か、受診、入院し

ている）。参加者は口コミで来る人が多く、回覧を見

てくる人はほとんどいません。

学校の昔遊びは平福ふれあいクラブの利用会員

が喜んで行ってくれます（得意技を予め聞いてお

く）。孫みたいで楽しみにしていますし、学校もあて

にしてくれています。 

■工夫していること

【長続きの秘訣】

スタッフが仲良し。「技」専門的知識や技術 より

「心」 奉仕の心 で活動を心がけています。また、

困ったらお願いをし合える関係を持つことで、メン

バー間のトラブルなく活動を行えています。

【有償ボランティア】

無料だとサービスを利用する人が気を遣うため

有償にしました。収入の一部をサービス提供者に還

元することでやる気もアップします。庭回りの作業

依頼が多いが、シルバー人材センターが既に入って

いる家庭は断るようにしています。

【移送サービス】

車はボランティアの自家用車を利用（事故の時は

自分の保険を使う。今まで事故はない）。
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困り事支援 平福学区 

平福ボランティアビューロー 
 

インタビュー 代表：尾崎 元 副代表：高知 正子 

平福学区情報 世帯数 世帯 人口 人 高齢化率 ％

■活動のきっかけ

少子高齢化社会になり、地域で困っている方が大

勢いる一方で、人の役に立つ事をしたいが何をして

いいか分からない人も大勢いる現状をみて、何かで

きないかと思っていた中、ボランティア活動に賛同

する有志が集まり、活動を立ち上げることになりま

した。

当初、各人が考えるボランティア活動は様々で、

ある人は有償ボランティア、ある人は幼稚園や小学

校のお手伝い、ある人は高齢者の通いの場と食事の

提供…などやりたいことは違っていましたが、みん

なで考えた末、「全部やろう！」となりました。

各組織への十分な根回しや有志メンバーの人脈・

人柄を頼りに、平福学区民生委員児童委員が中心と

なり、地域の方の理解を得て、平成２０年５月に活

動を始めました。

お互いに助け合う精神で行い、誰もが住みよい町

づくりを目指して活動を続けています。 

■活動内容：（ ）内は平成 年度実績

【有償ボランティア】

住宅関係の保全、家事援助、庭木の剪定、除草、

消毒等（１９件）。

【平福ふれあいクラブ】

手芸・囲碁・将棋・麻雀など。茶菓子以外にも時々

食事を提供。

季節行事として、お花見会や七夕祭、クリスマス

会等を実施（１，１３０名、毎回２０数名参加。男

性参加者６割）。

※学校・園関連事業：小学校や幼稚園との交流（昔

遊び・三世代交流）。

【移送サービス】

運転ボランティアが２人になったため、積極的に

ＰＲしていない（０件だが、近場への移送ニーズは

ある）。

■利用者の変化・地域への広がり

持ちつ持たれつの関係で、みんなで盛り上げてい

くようにしています。ふれあいクラブでは、利用者

も後片づけを手伝ってくれるようになりました。食

材等もスタッフが持ち寄っています。田舎でタケノ

コやフキを採ってきて、タケノコご飯を作ったり、

利用者が釣った魚でムニエルを作ってくれたりす

ることもあり、みんな楽しんで来てくれています。

長いこと休んでいる人がいると、どうしているのか

連絡をしています（たいてい病気か、受診、入院し

ている）。参加者は口コミで来る人が多く、回覧を見

てくる人はほとんどいません。

学校の昔遊びは平福ふれあいクラブの利用会員

が喜んで行ってくれます（得意技を予め聞いてお

く）。孫みたいで楽しみにしていますし、学校もあて

にしてくれています。 

■工夫していること

【長続きの秘訣】

スタッフが仲良し。「技」専門的知識や技術 より

「心」 奉仕の心 で活動を心がけています。また、

困ったらお願いをし合える関係を持つことで、メン

バー間のトラブルなく活動を行えています。

【有償ボランティア】

無料だとサービスを利用する人が気を遣うため

有償にしました。収入の一部をサービス提供者に還

元することでやる気もアップします。庭回りの作業

依頼が多いが、シルバー人材センターが既に入って

いる家庭は断るようにしています。

【移送サービス】

車はボランティアの自家用車を利用（事故の時は

自分の保険を使う。今まで事故はない）。
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■苦労していること

後継者・若いサービス提供スタッフの確保が課題。

有償ボランティアや移送サービスはともにサービ

ス提供スタッフが少なく、依頼を全て受けられない

状況です（移送サービスは運転手がいれば積極的に

やりたい。近場の移送ニーズもある）。

また、平福ふれあいクラブは会場が２階のため、

足が悪くなると階段の昇降が困難で参加できなく

なり、特に女性の参加が減っています。

■利用対象者

【有償ボランティア】

原則として平福学区内の方。

【平福ふれあいクラブ】

原則として６５歳以上の方。

【移送サービス】

移送方法の確保ができない人（利用者制限があり、

現在は遠方の病院への通院に限定して実施）。

■時間・場所

【平福ふれあいクラブ】

毎週火曜日１０時～１２時

平福コミュニティハウス２階

■利用の為の手続き

【有償ボランティア】

地域通貨を購入し、事務局へ電話で依頼をすると、

スタッフが自宅へ伺い対応します。

【平福ふれあいクラブ】

登録不要。飛び込み参加や地区外からの参加可。

■利用料金

【平福ふれあいクラブ】

無料

【移送サービス】

ガソリン代実費相当 ３０円／㎞

【有償ボランティア】

地域通貨「１ひら切符」 １枚６００円 で、１時間

分のサービスを提供。 それ以外に、利用開始時に

１，０００円（初回のみ）。※学校、園関係は無償。

■ひと

構成スタッフ：１８人（男性８人、女性１０人、年

齢は５０～９０代。町内会長や民生委員などいるが

肩書は外して参加。）

■運営費

＜収入＞

サービス会員年会費／利用会員入会金／寄付金

／利用料金など

※「１ひら切符」 １枚６００円 １枚の内、１００

円が事務経費。

＜支出＞

ふれあいクラブ活動費１３～１７万円／年（会場

費９００円／回 他）、保険料１，０００円／年、有

償サービス活動費など

※従来参加費は無料でしたが、平成 年度から参

加費は１００円／回としています。

■ネットワーク

地域の病院・薬局／福浜公民館／地域包括支援セン

ター／保健センター

※医院や薬局、スタッフの声掛けで新規利用者がつ

ながっています。医療機関やケアマネが患者さん

や利用者さんを紹介してくださることもありま

す。

■今後取り組もうとする人に伝えたいこと

人の為でなく、自分の為であるという気持ちが大

切です。また何かをやってみようという積極性を大

切にしてほしいと思います。
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■活動のきっかけ
平成２３年に岡山市が交通実態調査を行い、そ

の時に生活交通をやってみないかと話がありまし

た。奥迫川は特に高齢化率が高く、あと何年かす

ると免許を返さないといけない方も増えてきま

す。しかし公共交通機関は乏しいことから、今真

剣に生活交通について考え、誰かが行わなければ

ならないと考えていました。そのような中、奥迫

川区自治会長から一緒にやってくれないかと言わ

れ、迫川内の３町内が集まり活動を行うこととな

りました。

■活動目的
地域住民の買い物や通院等の日常生活に必要な

移動手段を確保することを目的として、「迫川地区

生活交通を考える会」が運営主体となって運行す

る生活交通です。「迫川分校（ブン）学区のタクシ

ー車両を使ったバス」なので、名前は「ブンタ

ク」としました。

平成２８年１１月から平成３０年３月までの

間、試験的に運行し、平成３０年４月より本格運

行に移行しました。今後も様々な課題と向き合い

ながら、地域の皆様に愛着を持ってもらえるよ

う、利用促進や運行改善に取り組んでいきます。

迫川で実績が出来れば、灘崎地域の他地区と一緒

に進めていきたいと考えています。

■これまでの活動や取り組みについて
平成２７年９月から迫川地区生活交通を考える

会を立ち上げ、それから毎月会議をしました。

平成２８年１１月～平成２９年３月までの利用

実績は延べ４４５名、稼働便数は２７２便。

平成２８年９月と１１月に全世帯を対象に利用ニ

ーズ調査（アンケート）を実施し、運行計画を作

成しました。生活支援の要望も多かったことか

ら、現在は見守りを中心とした生活支援サポータ

ーの準備もしています。

平成３０年４月の生活交通を考える会におい

て、試験運行期間中の変更策として、運行する曜

日の変更や、便数の追加、停留所の増設、運行範

囲の延長、複数乗車割引、区域運行の取入れを実

施しました。

■工夫していること
多くの方に利用して頂くために、利用状況を見

ながら、システムを変えています。

■利用対象者
子どもから高齢者まで（対象を限定しない）

■利用の為の手続き等
指定の路線を運行し、停留所の時刻設定が定時

である「路線不定期運行」を採用。

路線は、迫川地区と国道３０号線沿いのスーパ

ー・病院を結ぶエリアに加え、ウェルポートなだ

さき、灘崎支所、サウスビレッジまで拡大。

①電話等で利用する便を事前に予約

②予約した停留所間で乗車、運賃支払い

③停留所での降車を含め、区域運行に変更して、

自宅付近での下車も可能になりました。

移動支援 迫川分校学区 生活交通を考える会 

迫川分校学区乗合タクシー ブンタク 
 

インタビュー 代表者：近藤 嘉也

迫川地区情報 世帯数 世帯 人口 人 高齢化率 ％

運行事業者との協定書締結
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■活動のきっかけ
平成２３年に岡山市が交通実態調査を行い、そ

の時に生活交通をやってみないかと話がありまし

た。奥迫川は特に高齢化率が高く、あと何年かす

ると免許を返さないといけない方も増えてきま

す。しかし公共交通機関は乏しいことから、今真

剣に生活交通について考え、誰かが行わなければ

ならないと考えていました。そのような中、奥迫

川区自治会長から一緒にやってくれないかと言わ

れ、迫川内の３町内が集まり活動を行うこととな

りました。

■活動目的
地域住民の買い物や通院等の日常生活に必要な

移動手段を確保することを目的として、「迫川地区

生活交通を考える会」が運営主体となって運行す

る生活交通です。「迫川分校（ブン）学区のタクシ

ー車両を使ったバス」なので、名前は「ブンタ

ク」としました。

平成２８年１１月から平成３０年３月までの

間、試験的に運行し、平成３０年４月より本格運

行に移行しました。今後も様々な課題と向き合い

ながら、地域の皆様に愛着を持ってもらえるよ

う、利用促進や運行改善に取り組んでいきます。

迫川で実績が出来れば、灘崎地域の他地区と一緒

に進めていきたいと考えています。

■これまでの活動や取り組みについて
平成２７年９月から迫川地区生活交通を考える

会を立ち上げ、それから毎月会議をしました。

平成２８年１１月～平成２９年３月までの利用

実績は延べ４４５名、稼働便数は２７２便。

平成２８年９月と１１月に全世帯を対象に利用ニ

ーズ調査（アンケート）を実施し、運行計画を作

成しました。生活支援の要望も多かったことか

ら、現在は見守りを中心とした生活支援サポータ

ーの準備もしています。

平成３０年４月の生活交通を考える会におい

て、試験運行期間中の変更策として、運行する曜

日の変更や、便数の追加、停留所の増設、運行範

囲の延長、複数乗車割引、区域運行の取入れを実

施しました。

■工夫していること
多くの方に利用して頂くために、利用状況を見

ながら、システムを変えています。

■利用対象者
子どもから高齢者まで（対象を限定しない）

■利用の為の手続き等
指定の路線を運行し、停留所の時刻設定が定時

である「路線不定期運行」を採用。

路線は、迫川地区と国道３０号線沿いのスーパ

ー・病院を結ぶエリアに加え、ウェルポートなだ

さき、灘崎支所、サウスビレッジまで拡大。

①電話等で利用する便を事前に予約

②予約した停留所間で乗車、運賃支払い

③停留所での降車を含め、区域運行に変更して、

自宅付近での下車も可能になりました。

移動支援 迫川分校学区 生活交通を考える会 

迫川分校学区乗合タクシー ブンタク 
 

インタビュー 代表者：近藤 嘉也

迫川地区情報 世帯数 世帯 人口 人 高齢化率 ％

運行事業者との協定書締結

３５

■活動日・利用料金
運行頻度は、月・火・金の週３日、１日あたり６

便 ３往復 。１人 回５００円。

・６歳未満は無料

・１２歳以下は２５０円

・身体障害者手帳、療育手帳、愛カード提示者は

４５０円

※複数乗車割引は下記のとおりとなります

人数 １人あたりの料金

２人 ４００円

３人 ３００円

４人 ２００円

■ひと
構成スタッフ：奥迫川・迫川・茂曽路町内会役員

を中心とする２０名で構成

■運行費
運賃収入が運行の対価 １便あたり２，６００

円 に対して運賃収入の収支率が３０％となった場

合に、赤字額に対して市補助９割、生活交通を考

える会が１割を負担。収支率５０％となれば市補

助１０割で生活交通を考える会の負担はなし。

Ｈ３０年４月現在

■ネットワーク
子どものネットワーク

ケア会議のネットワークなど

■今後取り組もうとする人に伝えたいこと
考えるだけでなく、何でも良いと思ったことを

実際にやってみなければなりません。そのうえで

良かったこと悪かったことを判断して、みんなで

変えて行ければと思います。地域のみんなが和気

あいあいとして、住んでいて良かったと思える地

域になればと思います。

※生活交通とは

鉄道や路線バスの利用が不便な地域で生活・活動する方々の移動を支えるため、地元が主

体となって計画・運用する公共交通サービス

＜生活交通についてのお問い合わせ＞

岡山市 都市整備局 都市・交通部 交通政策課

岡山市北区大供一丁目 番 号   

運行経費の支払いについて：

運行事業者との契約に基づき、

運賃収入分を除く運行経費を

地元運営組織が支払う。

 補助金について：

地元運営組織が支払う運行経

費のうち、９割は市が補助。残

り１割は地元運営組織が調達

し、支払う。
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■活動のきっかけ

高齢化率が年々高まる今、支援を必要とする高

齢者の方が様々な介護、リハビリのサービスを受

けると、少しずつですが元気を取り戻していきま

す。

しかし、元気になっても、長い時間、地域との関

わりがなくなっていた高齢者にとって地域に出て

いくことはとても大きな壁となっていました。

せっかく元気になったのに地域に出ていくこと

が難しくなった高齢者に少しでも、地域に出てい

き、昔のように隣近所の人たちと協力し合って生

活していたころを、もう一度思い出してもらうき

っかけになればと思い、みんな食堂を始めまし

た。

そして、地域の子どもたちやそのお父さん、お

母さんにも参加してもらい、地域の現状を知って

もらうきっかけを作り、地域で子どもやお年寄り

をみんなで支えていく仕組みを作りたいと思って

います。

■活動内容

①岡輝地区での「岡輝みんな食堂」の開催

・月に１回 第 日曜日）地区内の施設を利用して

食事を提供

・子どもからお年寄りまでが役割をもてる場所を

目指す

・地域のボランティアの掘り起こし

②他団体との協力・連携

・「子ども食堂はじめてみたら交流会」（年２回程

度）の開催

・岡山子どもの居場所連携事業への参加

・同地区で子どもの居場所づくりに興味のある人

たちとのつながり

③防災活動

・公民館と共同で炊き出し訓練の開催

・災害時の炊き出しなどのボランティア活動

７月の豪雨災害では、避難所で炊き出しを実施

■活動の効果

参加者からは「普段は一人寂しく食事をするこ

とが多いが、ご近所さんと一緒に食事ができて、

いろいろとお話しすることができて楽しかった」

「子どもの声が響く中、ご飯を食べたのは久しぶ

りで楽しかった」「足が悪くても、歩いて行ける距

離に会場があるので参加しようと思った」などの

声があり、ボランティアさんからは「席が一緒に

なった者同士が、楽しそうにお話ししている姿を

見てまさに『居場所』だなと感じた」「時間の縛り

がなく、出入りできるのが気軽に感じた」「自分の

住んでいる地域にボランティアができる場所がで

きてありがたい」など、それぞれが「みんな食

堂」という場を共有することの意義を感じていま

す。

共生 岡輝中学校区  

岡輝みんな食堂 

岡輝中学校区 世帯数 帯 人口 人 高齢化率 ％

インタビュー 代表者：圓山典洋

典弘
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■活動のきっかけ

高齢化率が年々高まる今、支援を必要とする高

齢者の方が様々な介護、リハビリのサービスを受

けると、少しずつですが元気を取り戻していきま

す。

しかし、元気になっても、長い時間、地域との関

わりがなくなっていた高齢者にとって地域に出て

いくことはとても大きな壁となっていました。

せっかく元気になったのに地域に出ていくこと

が難しくなった高齢者に少しでも、地域に出てい

き、昔のように隣近所の人たちと協力し合って生

活していたころを、もう一度思い出してもらうき

っかけになればと思い、みんな食堂を始めまし

た。

そして、地域の子どもたちやそのお父さん、お

母さんにも参加してもらい、地域の現状を知って

もらうきっかけを作り、地域で子どもやお年寄り

をみんなで支えていく仕組みを作りたいと思って

います。

■活動内容

①岡輝地区での「岡輝みんな食堂」の開催

・月に１回 第 日曜日）地区内の施設を利用して

食事を提供

・子どもからお年寄りまでが役割をもてる場所を

目指す

・地域のボランティアの掘り起こし

②他団体との協力・連携

・「子ども食堂はじめてみたら交流会」（年２回程

度）の開催

・岡山子どもの居場所連携事業への参加

・同地区で子どもの居場所づくりに興味のある人

たちとのつながり

③防災活動

・公民館と共同で炊き出し訓練の開催

・災害時の炊き出しなどのボランティア活動

７月の豪雨災害では、避難所で炊き出しを実施

■活動の効果

参加者からは「普段は一人寂しく食事をするこ

とが多いが、ご近所さんと一緒に食事ができて、

いろいろとお話しすることができて楽しかった」

「子どもの声が響く中、ご飯を食べたのは久しぶ

りで楽しかった」「足が悪くても、歩いて行ける距

離に会場があるので参加しようと思った」などの

声があり、ボランティアさんからは「席が一緒に

なった者同士が、楽しそうにお話ししている姿を

見てまさに『居場所』だなと感じた」「時間の縛り

がなく、出入りできるのが気軽に感じた」「自分の

住んでいる地域にボランティアができる場所がで

きてありがたい」など、それぞれが「みんな食

堂」という場を共有することの意義を感じていま

す。

共生 岡輝中学校区  

岡輝みんな食堂 

岡輝中学校区 世帯数 帯 人口 人 高齢化率 ％

インタビュー 代表者：圓山典洋

典弘
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■工夫していること

① 多業種、多分野にわたる多様な主体の参加。そ

れぞれが得意分野を生かしつつ、ゆるやかにつな

がり、一市民として地域の課題解決に取り組んで

います。

② 一つの拠点の活動としてだけでなく、同様の事

業を行う拠点との連携のため、 月に「子ども食堂

はじめまして交流会」の企画・運営にかかわって

います。

③ フードバンク岡山など、ＥＳＤ活動に先進的に

取り組む団体と連携しています。

④ 、 など、連絡手段としてさまざま

なＳＮＳ、アプリを活用しています。

⑤ 取組の内容を一目で理

解できるアイコンとして、

レトロなイメージの「瑠璃

水玉」の茶碗をメインモチ

ーフとし多様性の象徴とし

て７つの茶碗のイメージを

作成した。今後、同種の

「みんな食堂」を開設する

際には、のれん分けならぬ

「茶碗分け」の仕組みを想

定しています。

■参加対象者

利用者として、主に岡輝地区の子どもからお年

寄りまで。

ボランティアとして、小学生～大学生、地域の

大人たち、子ども食堂を始めてみたいと思ってい

る人たち。

■場所・開催時間・利用料金

＜場所＞岡輝地区の福祉施設、公民館、コミュニ

ティハウスなど

＜開催時間＞毎月１回

第１日曜日 時 分～ 時 分

＜利用料金＞高校生以上 円 中学生以下 無料

■ひと

岡輝地区にある企業、医療・福祉、経済団体、

ＮＰＯなど、さまざまな業種、分野にまたがり活

動するメンバーが、「岡輝みんな食堂」を地域のネ

ットワークの中継点と位置づけ、それぞれの得意

分野を生かして、地域の活動を支援し、ともに活

動しています。

■運営費

＜収入＞

毎月の参加費。個人または、赤い羽根共同募金や

子どもの居場所連絡事業からの寄付金。みんな食

堂オリジナルグッズの販売（マスキングテープ・

エプロン）

＜支出＞

食材費。物品購入。

■ネットワーク

＜協働団体＞

佐藤医院（旭町）／ふたば司法書士法人（奥田）

／えくぼホームヘルパーステーション（岡町）／

のぞみクリニック（神田町）／鈴木屋（神田町）

／メゾネット 奥田）／岡山市立岡輝公民館 旭本

町 ／チカク（倉敷市茶屋町｜事務局）

＜連携団体＞

岡輝よりそいの会／岡輝ケアカフェ／岡山中央ロ

ータリークラブ／フードバンク岡山／結音 ムスビ

ネ 合唱団／子ども防災ネットワークおかやま

■今後取り組もうとする方に伝えたいこと

だれもが孤独ではなくささやかな役割がある…

岡輝みんな食堂の目指す未来は「楽しんで年を重

ねられる社会」につながっています。

一人ひとりが主体的に人生を選択し生き生きと

日々を過ごせる地域。子どもたちと、ロールモデ

ルとなる大人との交流。子どもたちの小さな発見

や成長をともに感じ、だれもがささやかな役割を

持てるような居場所がある地域。

地域の未来を次世代につなぐために、多様な主

体を巻き込み、小さなネットワークの輪を自らの

手で楽しみながら

活動してほしいと

思います。
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■活動のきっかけ

きっかけは、生徒から出てきた「孤食を防ぐ」

をテーマに「食育推進大会 おかやま」の一環で

行った地域の高齢者との郷土料理作りです。『たま

には高校生と一緒に賑やかなところでごはんを食

べるのもいいなぁ』と言われ、高校生と一緒に食

事をする場があることが、外出の動機や会話をす

る機会になるということ、校内の食堂がふれあい

の場になるという新たな可能性に気付かされまし

た。生徒からの「やってみたい」という声もあが

り、平成２９年７月に「らっかんランチ食堂」が

スタートしました。

最近では、隣接する子育て支援センターでも広

報させてもらい、親子で参加してくださる方も増

え、参加者は２０名ほどです。高齢者をはじめ、

地域の方々と高校生の世代を超えた交流の場にな

っています。

■活動内容

・地域の方に校内の食堂を開放して高校生と地域

の高齢者をはじめとした多世代交流の場づくり

・高校生が接客対応したり、一緒に会話しながら

食事をしたりして交流を図る

・食後に無料でコーヒーの提供

・季節のイベントの開催

流しそうめん、ミニコンサート、豆まきなど

・キッズコーナーの開設

■工夫していること

広報では、公民館や町内会、婦人会などに協力

していただき、独居高齢者への呼びかけをしても

らったり、チラシを町内回覧してもらったりして

います。また学校公式ホームページでも開催予定

日を公開しています。

参加してくださる方が一人きりにならないよう

気にかけたり、子連れのお母さんもゆっくり過ご

してもらえるように子どもと遊んだり、食事だけ

が目的になるのではなく、学生との交流や場の雰

囲気を楽しめるようコミュニケーションをとるこ

とを心掛けています。

共生 南方地区 

岡山後楽館高校「らっかんランチ食堂」 

 

インタビュー 福祉科主任：波勢 真生

岡山中央学区情報 世帯数 世帯 人口 人 高齢化率 ％

※南方地区単独での数字がないため、小学校区の情報を掲載しています
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■活動のきっかけ

きっかけは、生徒から出てきた「孤食を防ぐ」

をテーマに「食育推進大会 おかやま」の一環で

行った地域の高齢者との郷土料理作りです。『たま

には高校生と一緒に賑やかなところでごはんを食

べるのもいいなぁ』と言われ、高校生と一緒に食

事をする場があることが、外出の動機や会話をす

る機会になるということ、校内の食堂がふれあい

の場になるという新たな可能性に気付かされまし

た。生徒からの「やってみたい」という声もあが

り、平成２９年７月に「らっかんランチ食堂」が

スタートしました。

最近では、隣接する子育て支援センターでも広

報させてもらい、親子で参加してくださる方も増

え、参加者は２０名ほどです。高齢者をはじめ、

地域の方々と高校生の世代を超えた交流の場にな

っています。

■活動内容

・地域の方に校内の食堂を開放して高校生と地域

の高齢者をはじめとした多世代交流の場づくり

・高校生が接客対応したり、一緒に会話しながら

食事をしたりして交流を図る

・食後に無料でコーヒーの提供

・季節のイベントの開催

流しそうめん、ミニコンサート、豆まきなど

・キッズコーナーの開設

■工夫していること

広報では、公民館や町内会、婦人会などに協力

していただき、独居高齢者への呼びかけをしても

らったり、チラシを町内回覧してもらったりして

います。また学校公式ホームページでも開催予定

日を公開しています。

参加してくださる方が一人きりにならないよう

気にかけたり、子連れのお母さんもゆっくり過ご

してもらえるように子どもと遊んだり、食事だけ

が目的になるのではなく、学生との交流や場の雰

囲気を楽しめるようコミュニケーションをとるこ

とを心掛けています。

共生 南方地区 

岡山後楽館高校「らっかんランチ食堂」 

 

インタビュー 福祉科主任：波勢 真生

岡山中央学区情報 世帯数 世帯 人口 人 高齢化率 ％

※南方地区単独での数字がないため、小学校区の情報を掲載しています
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■活動の効果、参加者の声

奥さんの介護をされながら「その日だけは」と

楽しみに参加してくださる方や、「いつもは私たち

だけだから」と高校生と一緒の食事を楽しみに通

って来られるご夫婦もいます。

食堂という場でのざっくばらんな会話で「普段

は分からない学校の様子が知れてよかった」とい

う声もあり、地域の方との距離も近くなったよう

に感じます。生徒も教員も地域の方と顔見知りに

なれたことで、挨拶ができたり、道端で声をかけ

合えたり、普段からのつながりもできてきまし

た。

また、この活動をきっかけに、地域のふれあ

い・いきいきサロンのお手伝いをしたり、参加者

にヒアリングをさせてもらったりして、地域の方

と生徒との新たなつながりも広がっています。実

際に地域に出て、現状を知ることで福祉の授業に

対する生徒の学習意欲も向上し、今後のまちづく

りの中心となる世代の福祉の意識を高めることに

つながっていると感じます。

■参加対象者

主として南方地区の高齢者や障がいを持たれた

方や子育て中の方など

■場所・開催時間・参加費

岡山後楽館高校内の食堂

毎月 回 １２時００分～１２時４０分

参加費 無料（各自券売機にて食券を購入）

事前予約は不要

■ひと

構成スタッフ：岡山後楽館高校の生徒、教員

（福祉の授業を選択している生徒をはじめ、関

心のある生徒が参加）

■ネットワーク

町内会／婦人会／公民館／社会福祉協議会

■今後の抱負

日ごろ外出や人との交流の機会が少なくなって

いる方々も気軽に訪れることができ、利用してく

ださる方が増えることで「らっかんランチ食堂」

が高校生と地域を繋ぐ場、拠点になっていってほ

しいと思います。

今後は、「らっかんランチ食堂」に来られていな

い方に向けて、どうアプローチできるかを民生委

員・児童委員の方々とも一緒に考えていきたいと

思います。また、食事の後に簡単な講座（教員に

よる授業）や芸術鑑賞（吹奏楽部による演奏等）

なども地域の方と一緒に企画していけたらと思い

ます。

■今後取り組もうとする人に伝えたいこと

「らっかんランチ食堂」は地域の方が集まりや

すい、行きやすい場所に学校がある、という地の

利を活かした活動です。今ある既存のもの、機能

を活かして、できるだけ負担を少なく、長く続け

られる活動にしていくことが大切だと感じます。

３５
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共生 宇野学区 

宇野学区放課後宿題教室 
 

 

宇野学区情報 世帯数 世帯 人口 人 高齢化率 ％

■活動のきっかけ

宇野コミュニティハウスが宇野小学校の敷

地内に建設されることが決まり、当時の宇野小

学校の校長先生から「宿題ができていない児童

に宿題の習慣を身につけさせたい」、そのため

に活用できないかという提案を受けました。宿

題をしづらいということは学校や家庭だけの

問題でなく、地域の問題として学校と地域が一

緒になって考える必要があります。また、地域

としても学校・児童のために何かできることは

ないかという気持ちもありました。子どもが良

くなれば地域も良くなる、子どもの問題は地域

の問題でもあります。そこでコミュニティハウ

スの建設に向けての協議と並行して、放課後宿

題教室の立ち上げの話合いをコミュニティ協

議会と小学校とで何度も行いました。地域の団

体にもスムーズに了解を頂くことができ、地域

一丸となって取り組むことになりました。また、

宿題教室に参加しているボランティアが中心

となって、子ども食堂もスタートしました。

■活動目的

核家族化が進み、共働き家庭が増えていて家

庭で宿題を教えてもらえない児童も少なくあ

りません。宿題のわからないところを地域のボ

ランティアが教えてあげていますが、勉強を教

えることだけが目的でなく、ふれあい・子ども

の居場所となることを目指しています。 

■活動の効果

年度初めにはあまり話さなかった子どもが、

宿題教室終了時には、ボランティアに色々なこ

とを話しかけてきます。宿題ができなかった子

どもが、先生へ誇らしげに宿題を持って行った

ことも聞きました。途中でやめる子はおらず、

自発的に参加しています。保護者と話しをする

機会も増え、大きくなった子どもたちも、ボラ

ンティアに声をかけてくれます。子どもとお年

寄りやボランティアとのふれあいが生まれ、子

どもと地域社会、子どもと地域の大人が出会い、

つながる場になっています。

■活動内容

１４時３０分～ ボランティアによる机、椅子

等の準備

１５時１０分～ 各自、決まった席で宿題を開

始

（ボランティアは宿題する様子を見守り

分からない所があれば教える）

１５時４５分～ 宿題終了・片付

１５時５０分～ ご褒美タイム

１５時５５分～ 終了 児童下校

１６時００分～ 机・椅子片付け・掃除

ボランティア情報交換

１６時２０分～ 完了

４１
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共生 宇野学区 

宇野学区放課後宿題教室 
 

 

宇野学区情報 世帯数 世帯 人口 人 高齢化率 ％

■活動のきっかけ

宇野コミュニティハウスが宇野小学校の敷

地内に建設されることが決まり、当時の宇野小

学校の校長先生から「宿題ができていない児童

に宿題の習慣を身につけさせたい」、そのため

に活用できないかという提案を受けました。宿

題をしづらいということは学校や家庭だけの

問題でなく、地域の問題として学校と地域が一

緒になって考える必要があります。また、地域

としても学校・児童のために何かできることは

ないかという気持ちもありました。子どもが良

くなれば地域も良くなる、子どもの問題は地域

の問題でもあります。そこでコミュニティハウ

スの建設に向けての協議と並行して、放課後宿

題教室の立ち上げの話合いをコミュニティ協

議会と小学校とで何度も行いました。地域の団

体にもスムーズに了解を頂くことができ、地域

一丸となって取り組むことになりました。また、

宿題教室に参加しているボランティアが中心

となって、子ども食堂もスタートしました。

■活動目的

核家族化が進み、共働き家庭が増えていて家

庭で宿題を教えてもらえない児童も少なくあ

りません。宿題のわからないところを地域のボ

ランティアが教えてあげていますが、勉強を教

えることだけが目的でなく、ふれあい・子ども

の居場所となることを目指しています。 

■活動の効果

年度初めにはあまり話さなかった子どもが、

宿題教室終了時には、ボランティアに色々なこ

とを話しかけてきます。宿題ができなかった子

どもが、先生へ誇らしげに宿題を持って行った

ことも聞きました。途中でやめる子はおらず、

自発的に参加しています。保護者と話しをする

機会も増え、大きくなった子どもたちも、ボラ

ンティアに声をかけてくれます。子どもとお年

寄りやボランティアとのふれあいが生まれ、子

どもと地域社会、子どもと地域の大人が出会い、

つながる場になっています。

■活動内容

１４時３０分～ ボランティアによる机、椅子

等の準備

１５時１０分～ 各自、決まった席で宿題を開

始

（ボランティアは宿題する様子を見守り

分からない所があれば教える）

１５時４５分～ 宿題終了・片付

１５時５０分～ ご褒美タイム

１５時５５分～ 終了 児童下校

１６時００分～ 机・椅子片付け・掃除

ボランティア情報交換

１６時２０分～ 完了

４１

■工夫していること

ボランティアの募集を、町内会から個別に依

頼しました。これにより、役員ではない地域住

民のボランティアを掘り起こすことができま

した。高齢者のボランティアが多いので、今後

の課題としては６０代～７０代のボランティ

アを探していくことです。また、地域の大学・

中学校と連携して、大学生や中学生にもボラン

ティアをお願いしています。

ボランティアは宿題をしているところを見

守り、子どもたちが困っていたり、「教えて！」

と言われたら少しだけ手助けをするようにし

ています。

■参加対象者

宇野小学校２年生 約３５名／１回

小学校２年生全員を対象に募集しています。

■場所・日時

小学校内にある宇野コミュニティハウス

下校時安全を考慮し（２年生５校時・高学年６

校時）の火・金曜日

１５時０５分～１５時５５分

■ひと

構成スタッフ：約１０名／１回

コミュニティ協議会、宇野小学校教員、うの

クラブ 学童 、地域ボランティア（現在１２

名登録）

学生ボランティア（就実大学ボランティア、

県立操山中学校ボランティア（夏休み等の長

期休暇のみ））

■ネットワーク

宇野学区コミュニティ協議会／うのクラブ／

宇野小学校／就実大学／岡山県立操山中学校

■今後の展望

宇野学区は小学校の中にコミュニティハウ

スがあり、様々な条件がそろっていたからこそ

できた活動でもありますが、ふれあいのある明

るい住みよい学区を目指し、１０年後には大人

になり、２０年後には親になった子ども達の姿

を想像し、６０年後には、地域を支える活動を

してくれればと願っています。

４２
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無料出前講師リスト 地域包括ケア推進課把握分 令和元年度調べ

市民活動支援事業

講座名 内容 対象 問い合わせ・申込

健康・医療
「在宅医療・介護

のすすめ」出前講

座

在宅医療・介護でどのようなことができるか、岡山

市の医療・介護の現状、もしものときの心がまえな

どについて

市内在住の概ね 人

以上のグループや団

体

医療政策推進課

地域ケア総合推進センター

☎

出前講座 自身の健康や老後のおうちでの過ごし方、家族の介

護・看護について理解を深める

「認知症」「健康管理」等の介護予防、「食べる・飲

み込むこと」「介護の技術」等のおうちでの介護看護

について、介護保険・訪問看護についての分野あり

県内の職場や地域の

グループ・団体

岡山県訪問看護ステーション

連絡協議会

☎ （火～金）

出前講習会 薬の本質と正しい使い方を知っていただく 岡山県民の地域のグ

ループ

岡山県薬剤師会

☎

福祉
認知症サポーター

養成講座

認知症を正しく理解し、認知症の人や家族を温かく

見守る応援者になってもらい、そのうえで、自分の

できる範囲で活動をおこなう

過去受講したことの

ない 名以上の参加

予定者が集まる場

高齢者福祉課

☎

地域ケア総合推進センター

☎

子ども虐待防止サ

ポーター養成研修

子ども虐待の早期発見と予防のため、子ども虐待の

現状を知り、子育て家庭に関心をもち温かく見守る、

声かけをするなど、無理ない範囲でできる子育て支

援に努め、子育て家庭を応援する方を養成する講座

市内在住の概ね 人

以上のグループや団

体

こども福祉課

☎

出前福祉体験教室 「体験」を通じて福祉に対する理解を深め、「共に生

きていく力」を育む。メニューとして「福祉講話」「手

話体験講座」「車いす体験講座」「アイマスク体験講

座」などあり

自主的な集まり、団体

等で、体験学習を希望

する方

社会福祉協議会

ひまわり分室

☎

生活・その他
消費生活出前講座 悪質業者の手口や断り方・契約トラブル、インター

ネット・スマホトラブルなどの対処法について

市内在住の概ね 人

以上のグループ・団体

生活安全課

消費生活センター

☎

防災に関する出前

講座

防災に関すること

災害（地震・風水害等）への備え、自主防災会の役

割など

市内にあるグルー

プ・団体

危機管理室

☎

地域防犯ボランテ

ィア講座

「地域における自主防犯パトロール活動について」

「青色防犯パトロール活動の効果的な方法につい

て」など

市内の地域防犯ボラ

ンティア活動をして

いる人・団体、または

町内会等のグループ

生活安全課

交通安全防犯室

☎

出前講座 ◆ごみゼロ啓発講座

岡山市のごみの減量化･資源化推進の状況、取り組み

についてなど

◆食品ロス削減のための講座

食品ロスを無くする（生ごみの削減）ための取り組

みについてなど

市内在住の概ね 人

以上で構成された団

体・グループなど

環境事業課

資源循環推進室

☎

鳥獣被害対策出前

講座

鳥獣による農作物への被害が発生したところに出向

き、鳥獣被害対策の基本的な考え方や今後の対応に

ついて

町内会など 各区役所農林水産振興課

各支所産業建設課

水道出前授業 水道のしくみや歴史など。出張講座の内容について

も相談に応じます。

市在住の概ね 人以

上のグループや団体

水道局企画総務課

☎

事業名 目的・支援内容 支援対象 問い合わせ先
あっ晴れ もも太

郎体操普及・啓発

事業

体操の普及による身近な場所での継続した介護予防

活動の推進

■体操ＤＶＤの無償提供

■介護予防センター専門職による当初４回の指導、次

年度以降は年２回のオプション支援 体力測定･講

話等 の実施

■フォーラムや交流会を開催し、意欲向上を図る

週１回以上体操をす

る意欲のある５名以

上の高齢者のグルー

プ

※随時募集

地域包括ケア推進課

☎

岡山市ふれあい介護予防センター

中区･東区：☎

北区： ☎

南区： ☎

生涯現役応援事業 地域で活躍したいシニアの方にボランティアや仕事

を紹介し、健康で生きがいのある人生をサポートしま

す。

おおむね 歳以上の

方

社会福祉協議会

生涯活躍就労支援センター

☎
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災害（地震・風水害等）への備え、自主防災会の役

割など

市内にあるグルー

プ・団体

危機管理室

☎

地域防犯ボランテ
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年度以降は年２回のオプション支援 体力測定･講

話等 の実施

■フォーラムや交流会を開催し、意欲向上を図る

週１回以上体操をす

る意欲のある５名以

上の高齢者のグルー

プ

※随時募集

地域包括ケア推進課

☎

岡山市ふれあい介護予防センター

中区･東区：☎

北区： ☎

南区： ☎

生涯現役応援事業 地域で活躍したいシニアの方にボランティアや仕事

を紹介し、健康で生きがいのある人生をサポートしま

す。

おおむね 歳以上の

方

社会福祉協議会

生涯活躍就労支援センター

☎



上記以外にも様々な活動支援事業があります。詳細はホームページをご参照ください

 
問い合わせ先一覧 岡山市の地域の保健・福祉活動に係る機関です 

事業名 目的・支援内容 支援対象 問い合わせ先
ふれあい・いきい

きサロン（高齢者）

高齢者の健康増進や介護予防を目的に、地域の集会所な

どの身近な場所で、お茶のみ会やレクリエーション等を

行う、憩いの場づくりの活動

■活動費 立ち上げ資金 年間 の助成 ※条件有り

■立ち上げや活動についての相談、アドバイス など

活動の実践者、活動に

興味･関心のある方

社会福祉協議会 地域福祉課

北区中央事務所☎

北区北事務所 ☎

中区事務所 ☎

東区事務所 ☎

南区南事務所 ☎

南区西事務所 ☎
子どもの居場所づ

くり相談窓口

食事の提供や学習支援等を通じた子どもの居場所を支

援

■立ち上げ･継続支援、交流、研修会開催 など

活動の実践者、活動に

興味･関心のある方

ボランティアセン

ター

ボランティアしたい人、求めている人を調整して、活動

につなぎます

（ボランティア保険の加入受付、手話入門講座 など）

市民

生活･介護支援サ

ポーター養成講座

地域で高齢者への生活支援を行うための基本的な知識

を学ぶため講座を開き、担い手を養成する

■フォーラム等の開催

■概ね 時間程度の研修講座を６福祉区で実施

■フォローアップ講座の実施

地域で見守りやサロ

ン活動などの支え合

い活動に興味を持た

れている方

地域包括ケア推進課

☎

※広報誌などで募集

地域の未来づくり

推進事業

コミュニティビジネスの視点で取り組む、地域課題解決

の取組みへの支援制度。（対象地域あり）

■地域の未来づくり推進事業補助金

■地域の未来づくり計画 個別支援

・地域密着型団体

・テーマ型団体

事業政策課

☎

※広報誌などで募集

地域活力創出事業 ■地域活力創出事業補助金（地域の伝統文化や産品等を

活用した事業の試作、試行等への補助（対象地域あり）

■地域おこしやコミュニティビジネスを学ぶ講座

構成員が 人以上の団

体 〃

岡山市区づくり推

進事業

【地域交流部門】

【地域活動部門】

区民が主体的に企画運営する地域活性化イベント及び

地域課題解決の取組を公募し支援

１ 地域交流部門

区民主体で企画・運営する区の特色を活かした地域交流

イベントを募集し、採択した事業の経費の一部を助成す

る

２ 地域活動部門

地域住民組織を含む、ＮＰＯ法人やボランティア団体等

多様な主体の協働を進め、地域課題を解決するために継

続的な取り組みを募集し、採択した事業の経費の一部を

補助する

人以上の構成員で

組織され、代表者が実

施区内に在住し、区内

で活動する 団体

各区役所総務・地域振興課

市民協働企画総務課

ＥＳＤ･市民協働推進センター

☎

※令和元年度２期募集：６月

令和２年度１期募集： ～１月

空家等適正管理支

援事業

■空き家の再生活用や、適正管理を促進するために、リ

フォーム及び除却費用の一部を補助する

■リフォーム後の建物及び除却後の跡地について、地域

の活性化に活用することを条件に ※最低でも 年間は

活用すること 費用の一部を補助する

空き家の所有者また

は所有者の承諾を得

た者

建築指導課 空家対策推進室

☎

※募集期間は

令和元年５月～令和元年 月 日予定

機関名 主な事業・内容

問い合わせ先

北区中央 北区北 中区 東区 南区西 南区南
岡山中央・岡輝・

桑田・岡北・石井・

御南・吉備

京山・中山・香和・

高松・足守・御津・

建部

東山・高島・富山・

操山・操南・竜操

旭東・上南・西大

寺・山南・上道・

瀬戸

妹尾・福田・興除・

藤田・灘崎

福浜・芳田・芳泉・

福南・光南台

保健センター
・健康市民おかやま

・健康教室

地域包括

支援センター

・小地域ケア会議

・認知症サポーター養成講座

岡山市

社会福祉協議会

・地区社協、社協支部

・ふれあい・いきいきサロン

・あんしんカプセルおかやま

岡山市ふれあい

介護予防センター
・あっ晴れ！桃太郎体操

・介護予防教室 等 （北事務所） （南事務所）

地域ケア

総合推進センター
・「在宅医療・介護のすすめ」出

前講座

公民館
・地域応援人づくり講座

・各種主催講座、クラブ講座
各公民館

－ 46 －

支え合い活動を広げるために・・・

 
 

  

今、私たちを取り巻く生活環境は、少子高齢化、人口減少といった問題を背景に大きく

変化しています。独居高齢者や高齢者のみの世帯が増え、地域社会から孤立する高齢者や

老々介護や認々介護の問題も取りざたされています。 

一方で家族機能が脆弱になり、地域のつながりも失われつつある昨今、高齢者を家族や

地域で支えるということはなかなか困難なことになってきています。 

そのような中、「地域での支え合い・つながりはやっぱり必要だ」「何とかしなければ」

と感じ、「安心して自分らしく暮らし続ける」ため、地域の中で居場所や見守り・支え合い

の活動に取り組んでいる方がいます。 

この冊子は、支え合いを行っている方の想いや取り組みの様子、具体的な運営の方法な

どについて紹介し、「地域や人の役に立ちたい」「自分にも何かできることがないだろうか」

という思いをもちながらも、一歩踏み出すことを躊躇している方に向けて、活動のきっか

けや取り組みの参考になればとの思いで作成しました。 

地域の特色を生かした、それぞれ特徴のある取り組みと、支え合い活動から生まれるつ

ながりや笑顔が、岡山市のあちらこちらに、たくさん広がっていくことを願っています。 

 

 

 

 

 平成 27年 4月の介護保険改正に伴い、岡山市においても「支え合い推進員（生活支援

コーディネーター）」の配置と「支え合い推進会議（協議体）」を設置し、支え合いの活動

を広げようと取り組んでいます。 

 「支え合い推進員」とは、支え合い・助け合いを広める働きをする人です。支え合い推

進員には「活動を新たにつくり出す」「今ある活動を充実させる」「支え合い・助け合いを

広める」「活動と人とを結びつける」という役割があります。 

 「支え合い推進会議」とは、地域の方が中心となって様々な分野（通いの場・困り事支

援・見守り活動・移動支援等）の支え合い活動を新たにつくり出し、支え合い活動を拡大

させるための話し合いの場です。 

岡山市では、『地域に支え合いの花を咲かせよう』をキーワードに、地域での話し合いの

場（支え合い推進会議）づくりを中心に、地域での「見守り活動」「通いの場づくり」「困

りごと支援」などの支え合い活動を推進しています。 

 

はじめに
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